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I/ 初めに 

近年、世界中でキャッシュレス化が広がりを見せているが、なかでは韓国が普及率約 9 割でト

ップ、次いで中国の 6 割、カナダ、イギリス、オーストラリア、スウェーデンなどが 5 割程度

という状況である。ベトナム政府も 2016 年から 2020 年にかけてのキャッシュレス化計画を打

ち出し、キャッシュレス化を推進している。本稿では、ベトナムにおけるキャッシュレス化に

関する近年の動向と変化を述べ、現状について考察する。 

 

II/ 本論 

1. キャッシュレスの定義及び手段 

ベトナムにおいて、キャッシュレスとは、「物理的な現金（紙幣・硬貨）を使用しなくても活

動できる状態」と定義されている。現在ベトナムでは主に 3 つの手段：カード類、ネットバン

キング及びモバイルウォレットが注目されている。キャッシュレス決済の主な利用者は、消費

者（C：Consumer）、事業者 （B：Business）、政府（G：Government）が存在する。事業者と

消費者間の決済を B2C、消費者間は C2C、消費者と政府間は G2C、事業者間は B2B という。 

3 つの手段それぞれの特徴及び利用者は、以下のように分類できる。 

 
カード ネットバンキ

ング 
モバイルウォレッ

ト デビット クレジット 

特徴 前払 後払 
前払 

即時払 
前払 

即時払 

利用者 B2C B2C 
B2C 
C2C 
G2C 

B2C 
C2C 
G2C 

管理機関 銀行 銀行 銀行 
Fintech 

（事業者） 

利用者への特典 無し キャッシュバック 銀行利息 

キャッシュバック

サービス料割引 
割引券 

ポイント付与 
リアル 
タイム 

取引時の 
利便性 

高 高 中 高 

セキュリティ 高 高 高 中 
図表 1：キャッシュレス支払手段 

ベトナムにおけるキャッシュレス決済の現状について 



銀行発行のキャッシュカードは高い安全性を持つが、利用特典はキャッシュバック等限定的で、

キャッシュバック率も 2-5％とモバイルウォレットと比較してあまり高くない場合が多い。一

方で、Fintech 企業が発行するモバイルウォレットアプリでは、取引ごとに様々な特典が提供さ

れている。最近ベトナムで注目されている 2 大モバイルウォレットは、Momo 及び GrabPay で

ある。ネットバンキングとモバイルウォレットを比較すると類似点が多いが、利用者は、特典、

セキュリティ及び利便性、各々の好み等で選択している。 

上記 3 つの手段全て、主に B2C の取引で利用されているが、C2C 及び G2C の場合には、現在

ネットバンキングが最も選択されている。モバイルウォレットでも最近 C2C 及び G2C 取引が

可能になってきたが、セキュリティがあまり高くなく、ベトナム人のなかにはまだ安全面への

不安を抱く人が多い。 

 

2．ベトナムでのキャッシュレス化の状況 

ベトナム政府による 2016-2020 年におけるキャッシュレス化計画では、現金払いの割合を 90％

から 10％未満にするという目標を掲げて政策を策定している。電子商取引とキャッシュレス化

には高い関連性があり、商工省のレポートによれば、ベトナムの人口 9,000 万人のうち、約

50％がインターネットを利用しており、電子商取引の成長がキャッシュレス化の拡大に繋がる

と見込んでいる。 

しかし、ベトナム中央経済研究所の 2019 年レポートによれば、ベトナムのキャッシュレス決済

⽐率は全体の 11.49％に留まっており、100,000 VND（約 500 円）以下の日常取引においては、

99％が現金決済であると報告されている。 

Standard Chartered 銀行による東南アジア諸国の電子マネー取引に関するレポートによると、ベ

トナムでは取引の 9 割が現金取引であり、15 歳以上のベトナム人のうち銀行口座を持っている

のは約 30%、そのうち 3.2％の人しかモバイルウォレットを利用していないと報告されている。 

 

3．普及しない理由 

ベトナムでキャッシュレスが普及しにくい理由として、以下の 2 点が考えられる。 

 １点目は、カードおよび電子マネーの支払システムが整備されていない中小企業が多く、

現金支払いにしか対応していない店舗が多いということである。小売店舗においても、

POS や電子マネー用のスキャナが導入されておらず、現金のみの利用に限られる場合が

多い。ベトナム人は、食料品や生活用品等の日用品を購入する際には、このような小規

模の小売店舗を利用することが多い為、現金決済が増えるといった状況である。現金は

ベトナム人の生活に欠かせないものであり、ベトナムは「現金流通高（預金等ではなく、

実際に世の中 に出回っている現金の量）」が他国と比較して著しく高く、2018 年 9 月

の紙幣の流通量は 1,026 兆 VND 超となっている。つまり、平均で１人あたり約１千万

VND（約５万円）を現金で持っていることになる。また、キャッシュレスの環境は整っ

て来ているものの、一定金額以下の取引は出来なかったり、レストラン等では昼食時の



利用を断わられる場合があるため、現金を持ち歩く必要性があることも、キャッシュレ

ク化が普及しにくい一因と考えられる。 

 ２点目は、電子商取引に対する信頼性が低いことが挙げられる。ベトナムでは、オンラ

インショッピングの利用に対する不安や不満の声が 95％以上と非常に高い。長崎県立大

学東アジア研究所の河又貴洋氏は、「電子マネーを採用する場合、技術の進化と同時に、

信頼形成に係る制度や商習慣、慣習が醸成される必要がある」と述べているが、ベトナ

ムの場合、購入前に商品を直接確認する慣習があり、商品を直接確認出来ないオンライ

ンショッピングでは、購入後に製品に不具合が見つかるのではないか、または偽造品で

ある可能性があるのではないかと感じる消費者が多く、多くの消費者が電子商取引に対

して不安を感じていることも一因と考えられる。 

 

III/ 終わりに 

上記のような背景から、ベトナムではいまだに現金での決済が主流であり、キャッシュレス化

はそこまで浸透していないのが現状である。一方で、キャッシュレス化の拡大は、現金を持ち

歩く必要がないことから盗難の危険性を減らし、また、企業としても現金管理にかかるコスト

を削減出来るといったメリットがある。キャッシュレス化をベトナム国内で広く浸透させるた

めには、国や行政機関が企業へのシステムの導入を支援し、国民に対しても積極的にキャッシ

ュレスサービスの利用を促進することが求められるのではないだろうか。 
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